
帰宅途中の佐々木花子さん（１９６９年１０月）

おわりに

１９３４年４月に行われた活水女学校の入学式で，ホワイト校長は入学生に語り

かけられた。

活水女学校には宝が隠されています。それを探し出してください。

ホワイト校長のメッセージに触発され，本稿は活水学院の宝を探す旅でも

あった。この旅が明らかにした真実，それは活水学院の宝は活水の学びの場で

生命の水によって育てられていく生徒と学生の一人ひとりだということである。

その上で紹介しておきたいスケッチがある。

－５７－宝が隠されている



当時男子校であった同志社香里中学校・高等学校で学んだ。高校２年生の

１９６９年１０月の夕方だった。学校からの帰り道を急いでいた私は，後姿に疲れを

感じさせる女性を追い越そうとした。その瞬間，女性と目が合った。彼女は

佐々木花子さんで，同志社香里の広い校舎を一人で掃除している方だった。視

線が合うと，花子さんは「アンタ！」と声をかけてこられた。

花子さん アンタ，広い校舎を毎日一人で掃除して回るのはしんどいで。そ

れに悪い生徒もおるしな。それでも，なんでしんどい仕事を続け

ているか，アンタ分かるか？

塩野和夫 ……？

花子さん それはなあ，この学校からエライ人が出てきてほしいと思うから

や。そやから，毎日頑張って掃除して回っているんや。

塩野和夫 おばちゃん，ありがとう。おばちゃんが掃除してくれている校舎

で勉強できて，僕ら幸せや。

花子さん おおきに，そんなに言ってもらったら，うれしいわ。（ギデオン

の新約聖書をハンドバックから取り出し）アンタ，これ貰ってく

れへんか。

塩野和夫 ありがとう。でも僕も学校で聖書を勉強してるから，持ってる。

おばちゃんの聖書，大事にしてや。

花子さん そうか。アンタ，頑張ってや！

それは６年間，同志社香里中学校・高等学校でお世話になった佐々木花子さ

んとのたった一度，５分間ほどの会話だった。しかしあの時，花子さんの真実

に深く触れていた。それ以来，花子さんに清掃されている校舎が尊く思えた。

イエスは言われた。

あなた方は地の塩である。あなた方は世の光である。

（マタイ５章１３－１４節）

－５８－



この言葉はそのまま活水学院で生徒と学生を育てておられる教職員に用いる

ことができると私は考える。

活水学院で生徒と学生を育てているあなた方教職員は，彼らに対して地の

塩・世の光である。

教職員の働きが豊かに祝福されて，生徒と学生が育ちゆく活水学院であるこ

とを祈っている。

－５９－宝が隠されている



資料１ 「年表 キリシタン・潜伏キリシタン時代の長崎」

長 崎 日 本

１５４９ �ザビエルが鹿児島に上陸する。
１５６２ �大村純忠が横瀬浦港を開く。
１５７０ �純忠が長崎港を開く。
１５８０ �純忠が長崎・茂木をイエズス会に寄進する。
１５８２ �天正遣欧使節が長崎を出発する。
１５８４ �有馬晴信が浦上をイエズス会に寄進する。
１５８７ �豊臣秀吉が九州を平定し，伴天連追放令を

出す。
１５８８ �秀吉が長崎・茂木・浦上を直轄地とする。
１５９０ �天正遣欧使節が長崎に帰着する。
１５９７ �秀吉が西坂でキリシタン２６人を処刑する。
１６００ �関ヶ原の戦いで徳川家康が勝利する。
１６０３ �長崎が天領となる。
１６１２ �幕府が天領に禁教令を出す。
１６１４ �幕府が全国に禁教令を出す。
１６１６ �ヨーロッパ船の入港を平戸・長崎に限定

する。
１６２２ �キリシタン５５名を西坂で処刑する。
１６３４ �出島の築造に着手する。
１６３５ �中国船の入港を長崎に限定する。
１６３７ �島原の乱がおこる（～３８）
１６３９ �通商をオランダ（平戸）と中国（長崎）に

限定する。
１６４１ �オランダ商館を平戸から出島に移す。
１６８８ �唐人屋敷が完成する。
１８２３ �シーボルトが長崎に来る。
１８２４ �シーボルトが鳴滝塾を開く。
１８２５ �異国船打払い令を布告する。
１８５３ �ロシア使節が長崎に来航し，開国を求める。�ペリーが浦賀に来航し，開国を求める。
１８５４ �和親条約（米・英・露・蘭）を結ぶ。
１８５４ �出島のオランダ商館が領事館を兼ねる。
１８５８ �修好通商条約（米・蘭・露・英・仏）を結ぶ。
１８５９ �出島のオランダ商館を閉鎖する。 �横浜・長崎・函館を開港する。
１８６２ �東山手に「イギリス人教会」が落成する。
１８６５ �大浦天主堂が落成する。

�浦上の信徒が信仰を表明する。

資 料

－６０－



資料２ 「年表 活水学院史（前半）―創立より敗戦まで―」

活 水 学 院 史 日本のキリスト教会史

１８７９ �ラッセルが東山手一六番館に学校を開く。
（生徒数１名）

�学制を廃し，教育令が公布される。

１８８０ �南山手町オルト邸に移転する。
�ギールが浪の平町に日曜学校を始める。
�生徒数が９名になる。

�教育令が改正される。

１８８１ �生徒数が１８名になる。
�校名を「活水」と定める。

�加伯利英和学校（鎮西学院）が開校する。

１８８２ �東山手町新校舎に移転する。生徒数は４３名
になる。

�戒厳令が定められる。

１８８４ �螢雪会および励志会が創設される。 �秩父事件が起こる。
１８８５ �ギールが福岡に赴く。 �福岡英和女学校（福岡女学院）が開校する。
１８８６ �帝国大学令が公布される。

�師範学校令・小学校令・中学校令が公布さ
れる。

１８８７ �初等科（３年）・中学科（３年）・高等科
（２年）・神学科（４年）・音楽科（５年）
を設置する。

�活水女学校規則を制定する。

�保安条例が公布，施行される。
�スチイル・アカデミー（東山学院）が開校
する。

１８８８ �神学科第１回卒業生５名を出す。
１８８９ �ラッセルの休暇帰国で，アレンが校長代理

となる。
�高等科が初めての卒業生２名を出す。
�活水女学校規則を改定し，美術科を置く。

�大日本帝国憲法が発布される。
�関西学院が開校する。

１８９０ �ラッセルが帰任する。 �「教育ニ関スル勅語」が発布される。
�第１回帝国議会が召集される。

１８９１ �学生による音楽会と作品展示会を催す。 �内村鑑三不敬事件が起こる。
�田中正造が足尾鉱毒問題の質問書を議会に
提出する。

１８９２ �活水同窓会が創設される。 �「宗教と教育との関係につき井上哲次郎氏
の談話」が発表される。

１８９３ �予備科（２年）と裁縫部（和裁・洋裁，６
年）を置く。

�熊本に活水女園を設ける。

�内村鑑三が「文学博士井上哲次郎君に呈す
る公開状」を発表する。

１８９４ �日清戦争が始まる。（～１８９５）
１８９５ �新校舎（カウエン館）が落成する。

�幼稚園（３年）を設置する。
�日清講和条約に調印する。

１８９６ �機関紙『活水女学』を創刊する。
１８９７ �活水女園援助の音楽リサイタルを始める。 �足尾銅山鉱毒被害民請願運動を開始する。
１８９８ �ヤングが第２代校長に就任する。

�活水女園を福岡県の古賀村に移転する。
１８９９ �新式体操による演習会を講堂で催す。 �文部省訓令第１２号が発令される。

�私立学校令が公布される。

－６１－宝が隠されている



資料２ つ づ き

活 水 学 院 史 日本のキリスト教会史

１９０１ �田中正造が足尾鉱毒問題で天皇に直訴する。
�植村正久と海老名弾正のキリスト論論争が
始まる。

１９０２ �新式体操の演技会を舞鶴座で催す。
１９０３ �内村鑑三が「戦争廃止論」を発表する。
１９０４ �活水愛国婦人会を組織する。 �日露戦争が始まる。（～１９０５）
１９０５ �幼稚園保母養成科を設置する。 �日露講和条約に調印する。
１９０６ �活水女園が大村に移転する。

�活水女学校付属の玉乃江幼稚園を長崎キリ
スト教青年会（YMCA）内に設置する。

１９０７ �活水女学校にキリスト教女子青年会（YWCA）
を設立する。
�小学部（３年）を加設する。

�メソジスト三派が合同し，日本メソジスト
教会を設立する。

１９１０ �基督教教育同盟会を設立する。
�大逆事件の検挙が始まる。
�韓国併合に関する日韓条約に調印する。

１９１１ �中等科と高等科を合併し大学部に組織変更
する。別に専門部を置く。

�初等科を高等女学部に改組し，小学部を６
年とする。

�ヤングの休暇帰米で，ラッセルが校長代理
に就任する。

�植村正久が大石誠之助遺族慰安会を行う。
�徳富蘆花が第一高等学校で「謀反論」を演
説する。

１９１２ �明治天皇が崩御する。
�憲法擁護大会を開く。

１９１４ �旧梅香崎女学校の校舎を寄宿舎に，スタウ
ト旧宅を音楽教室にあてる。

�ヤングが帰任し，校長に再任される。

�第１次世界大戦が始まる。（～１９１９）
�日本はドイツに宣戦布告する。

１９１５ �校友会を創設する。
�運動奨励を目的に「予樟会」が誕生する。

�大正天皇が即位する。

１９１６ �小学部を中止する。
�校友会機関誌『校友会誌』を創刊する。

�吉野作造が「憲政の本義を説いて其有終の
美を済すの途を論ず」を発表する。

１９１７ �ソビエト政府が樹立される。
１９１８ �活水の校章を制定する。活水バザーが始

まる。
１９１９ �大学部を改組し，活水女子専門学校（人文

科・英文科）を設立する。技芸部刺繍科・
専門部美術科を廃止する。

�バルトが『ロマ書』を発表する。

１９２０ �ホワイトが第３代校長に就任する。
�活水女子専門学校人文科を廃止する。

�国際連盟が設立される。
�日本基督教会同盟が朝鮮問題・青島問題・
軍国主義・国際連盟について宣言を発表
する。

�日本最初のメーデーが行われる。

－６２－



資料２ つ づ き

活 水 学 院 史 日本のキリスト教会史

１９２１ �大本教幹部が検挙される。
１９２２ �ワシントン会議で海軍軍縮制限条約に調印

する。
�全国水平社が創立される。

１９２３ �神学科は横浜聖経女学校に合併される。
�ホワイトの休暇帰米で，ペカムが校長代理
に就任する。

�校歌を募集し，制定する。

�関東大震災が発生し，自警団による朝鮮人
虐殺が起こる。

１９２４ �校友会が音楽会とバザーを催す。 �朝鮮人及び中国人虐殺懺悔祈祷会を開く。
１９２５ �ホワイトが帰任し，校長に復帰する。 �治安維持法と普通選挙法が公布される。
１９２６ �新校舎と新寄宿舎に移転する。 �大正天皇が崩御する。
１９２７ �校友会を活水同窓会と改称する。 �金融恐慌が始まる。
１９２８ �活水女学校保護者会が設立される。 �日本基督教連盟が「社会信条」を制定する。
１９２９ �創立５０周年記念式典を挙行し，『活水５０年

史』を刊行する。
�共産党員が検挙される。
�世界大恐慌が始まる。

１９３０ �基督教各派が「神社問題に関する進言」を
行う。

１９３１ �満州事変が始まる。日本基督教連盟が満州
事変に関する声明書を発表する。

１９３２ �靖国神社参拝拒否により上智大学配属教練
教官が引き揚げる。

１９３３ �米国メソジスト婦人外国伝道協会（WFNS）
が東山手町の校地を活水女学校に寄贈する。

�日本が国際連盟を脱退する。
�灯台社幹部が不敬罪で検挙される。

１９３４ �大村女園は敷地を活水女学財団法人に寄贈
する。

１９３５ �高等女学部が制服を決める。
１９３６ �二．二六事件が起こる。
１９３７ �御真影を拝受する。 �日中戦争が始まる。
１９４０ �岡部珪蔵が第４代校長に就任する。

�活水防護団が設置される。
�第２次世界大戦が始まる。

１９４１ �予樟会を解散し，報国隊が結成される。
�アメリカ人教師が帰国する。

�太平洋戦争が始まる。
�日本基督教団が設立総会を開く。

１９４２ �武藤健が第５代校長に就任する。
１９４３ �高女部学徒勤労報国隊が出勤する。

�女専部報国隊が緊急動員される。
１９４４ �女子専門学校英文科を文科に改め，専門部

は女子専門学校音楽科・家政科となる。
１９４５ �長崎に原子爆弾が投下され，職員６名生徒

３５名が死亡する。
�ポツダム宣言受託を決定し，天皇が戦争終
結の詔勅を放送する。

－６３－宝が隠されている



資料３ 「キリスト教学校の設立（１８７４－８９年，４教派）」

日本聖公会系学校
１８７４ 立教学校（立教学院）
１８７５ 照暗女学校（平安女学院）
１８７７ 立教女学校（立教女学院） 東京三一神学校（聖公会神学院）
１８７９ 永生女学校（プール女学院）
１８８４ 英語塾（桃山学院） 大阪三一神学校（聖公会神学院）
１８８８ 香蘭女学校

日本基督教会系学校
１８７５ フェリス・セミナリー（フェリス女学院）
１８７６ 原女学校（廃校） 新栄女学校（女子学院） 桜井女学校（女子学院）
１８７７ 東京一致神学校（明治学院）
１８８４ ウイルミナ女学校（大阪女学院）
１８８５ 金沢女学校（北陸学院） 頌栄女学校（頌栄女子学院）
１８８６ 仙台神学校（東北学院） 宮城女学校（宮城学院）
１８８７ 大阪一致女学校（大阪女学院） スミス女学校（北星学園）

スタージス・セミナリー（梅光女学院） スチール・アカデミー（明治学院）
１８８９ 女学専門希望館（金城学院）

日本組合基督教会系学校
１８７５ 神戸ホーム（神戸女学院） 同志社英学校（同志社）
１８７７ 同志社分校女紅場（同志社）
１８７８ 梅花女学校（梅花学園）
１８８０ 神戸女子伝道学校（聖和大学）
１８８６ 松山女学校（松山東雲学園） 宮城女学校（廃校） 山陽英和女学校（山陽学園）
１８８７ 熊本英語学会（廃校） 北越学館（廃校） 熊本女学校（順心学園）

日本メソジスト教会系学校
１８７４ 海岸女学校（青山学院）
１８７８ 耕教学舎（青山学院）
１８７９ 美会神学校（青山学院） 活水女学校（活水学院）
１８８０ ブリテン女学校（成美学園）
１８８１ 加伯利英和学校（鎮西学院）
１８８２ 遺愛女学校（遺愛学院）
１８８４ 東洋英和学校（廃校） 東洋英和女学校（東洋英和女学院）
１８８５ 英和女学校（福岡女学院）
１８８６ 来徳女学校（弘前学院） 広島女学会（広島女学院）
１８８７ 愛知英語学校（名古屋学院） 静岡英和女学校（静岡英和女学院）
１８８８ 神戸婦人伝道学校（聖和学院） 名古屋清流女学校（廃校）
１８８９ 関西学院 山梨英和女学校（山梨英和学院）

「学校の設立」（塩野和夫『日本キリスト教史を読む』５１‐５３頁）より

－６４－



資料４ 「生徒，学生在籍者数調査表」

年度 活水女学校 計

明治１２ １ １
１３ ９ ９
１４ １８ １８
１５ ４３ ４３
１６ ６０ ６０

１７ ９６ ９６
１８ １０７ １０７
１９ ９７ ９７
２０ １３０ １３０
２１ １７５ １７５

２２ １９０ １９０
２３ １７６ １７６
２４ １３４ １３４
２５ １４６ １４６
２６ １５８ １５８

２７ １５４ １５４
２８ １８７ １８７
２９ １９５ １９５
３０ ２２６ ２２６
３１ ２５９ ２５９

３２ ２１７ ２１７
３３ ２３２ ２３２
３４ １４０ １４０
３５ １７６ １７６
３６ ２１０ ２１０

３７ ２７０ ２７０
３８ ３４４ ３４４
３９ ４１４ ４１４
４０ ４３２ ４３２
４１ ４２２ ４２２

４２ １７０ １７０
４３ ３３４ ３３４
４４ ３００ ３００
４５ ３００ ３００

大正２ ２２７ ２２７

３ ２１３ ２１３
４ ２５３ ２５３
５ ２５３ ２５３

－６５－宝が隠されている



資料４ つ づ き

年度 活水女学校 計

大正６ ２４９ ２４９
７ ２５１ ２５１
８ ２２２ ２２２

年度 高女部 専門部 専門学校 計

大正９ ２６３ １９ ２８２
１０ ２４３ ８６ ３２ ３６１
１１ ２８８ ４７ ５１ ３８６
１２ ３６８ ５９ ４２７
１３ ４０８ ７８ ４８６

１４ ３５６ ４８ ８９ ４９３
１５ ３５４ ４４ １１０ ５０８

昭和２ ３２９ ５５ １１７ ５０１
３ ３２０ ５４ １１７ ４９１
４ ３１２ ５５ ９３ ４６０

５ ３２４ ５０ ８９ ４６３
６ ３５１ ６２ ８１ ４９４
７ ３８８ ４８ ９５ ５３１
８ ３９９ ５８ ７５ ５３２
９ ４２０ ５８ ６３ ５４１

１０ ４４４ ６６ ６４ ５７４
１１ ４４９ ７１ ５５ ５７５
１２ ４６６ ７３ ５３ ５９２
１３ ４７２ ７５ ５５ ６０２
１４ ４６７ ８３ ６４ ６１４

１５ ４６７ ８４ ６７ ６１８
１６ ５２１ １０２ ７４ ６９７
１７ ５８６ １０８ ７３ ７６７
１８ ６７３ １５８ ５６ ８８７

高女 専門学校 計

１９ ７２２ ３０１ １０２３
２０ ７３０ ３３０ １０６０
２１ ７８４ ３８７ １１７１

中学 高女４，５年 専門学校 計

２２ ６３５ ２５９ ３６０ １２５４

中学 高校 専門学校 計

２３ ６１５ ３２５ ３４６ １２８６
２４ ５７８ ３２２ ２４６ １１４６

－６６－



資料４ つ づ き

年度 中学 高校 短大 計

昭和２５ ４８６ ４４７ １４０ １０７３
２６ ４０１ ４５４ ２４２ １０９７
２７ ３８７ ４７１ ４０８ １２６６
２８ ３９１ ４７０ ４５０ １３１１
２９ ４２０ ４７１ ４４５ １３３６

３０ ４５３ ５０４ ４３５ １３９２
３１ ４８１ ５０２ ４４３ １４２６
３２ ４８８ ５１４ ４４０ １４４２
３３ ４９８ ４９０ ４８３ １４７１
３４ ４８９ ５２６ ５２３ １５３８

３５ ４９０ ５５０ ５５０ １５９０
３６ ５４９ ５４６ ５４４ １６３９
３７ ５９９ ５１７ ５５０ １６６６
３８ ７０４ ５９７ ６４９ １９５０
３９ ６６９ ７６１ ７３２ ２１６２

４０ ６１０ ７３３ ７３６ ２０７９
４１ ４３７ ９８５ ７２８ ２１５０
４２ ３４４ １０３９ ７５１ ２１３４
４３ ２４６ １０６６ ８００ ２１１２
４４ １９６ １０６８ ８２０ ２０８４

４５ １５５ １０１７ ８３８ ２０１０
４６ １５７ １００１ ８６０ ２０１８
４７ １６９ １０３９ ８５４ ２０６２
４８ １７７ １０７２ ８７１ ２１２０
４９ １５８ １１３２ ９７１ ２２６１

５０ １７０ １１３８ １１１５ ２４２３
５１ １８４ １１０７ １２０６ ２４９７
５２ ２３１ １０２５ １２７１ ２５２７
５３ ２２５ １０２０ １３３７ ２５８２
５４ ２１６ １０４３ １３５２ ２６１１

「生徒・学生在籍者数調査表」（活水学院百年史編集委員会『活水学
院百年史』「附録卒業生の思い出」１０２頁）より

－６７－宝が隠されている



資料５ 「年表 活水学院史（後半）―敗戦より現在―」

活 水 学 院 史 西 南 学 院 史

１９４５ �女子専門学校文科を外国語学科に改め，家
政科を保健科・被服科とする。

１９４７ �新学制による活水中学校を開設する。 �新学制による西南学院中学校を開設する。
�日本国憲法が施行される。

１９４８ �新学制による活水高等女学校を開設する。 �国連が世界人権宣言を採択する。
�新学制による西南学院高等学校を開設する。

１９４９ �中高『活水新聞』を創刊する。 �新学制による大学学芸学部（神学・英文
学・商学の３専攻）を開設する。

１９５０ �新学制による女子短期大学（英文科・家政
科・音楽科）を開設する。

�朝鮮戦争が始まる。（～１９５３）
�短期大学部を発足，舞鶴幼稚園・早緑子供
の園が西南学院の組織に入る。

１９５１ �活水女学財団法人を学校法人活水学院に改
組する。

�中高校舎を竹の久保町（現在の宝来町）に
移転する。

�財団法人西南学院を学校法人西南学院に改
組する。

�対日平和条約・日米安全保障条約に調印
する。

１９５４ �創立７５周年記念式典を挙行し，『活水７５年
の歩み』を刊行する。

�文商学部を文学部（神学科・英文学科）と
商学部（商学科）に分離する。

１９５６ �日本が国際連合に加盟する。
１９５７ �諫早大水害が起こる。
１９５８ �学術研究所を発足する。
１９６０ �『西南スポーツ』を創刊する。

�安保反対で３日間，ストライキが行われる。
１９６１ �短大学寮（樟蔭寮）を新築する。
１９６４ �授業料値上げ反対で，全学ストライキが実

施される。
�東海道新幹線が開通し，東京オリンピック
を開催する。

１９６７ �短大家政科を「家政・食物」専攻に，音楽
科を「器楽・声楽」専攻に分離する。

�法学部法律学科を開設する。
�『西南学院大学広報』を創刊する。

１９６８ �全闘委が大学全館をバリケード封鎖する。
１９６９ �短大家政科家政専攻に３選択（被服・食

物・家庭経営）を新設する。
�外国語学科を「英語・フランス語」専攻に
分離する。

�中核派が沖縄奪還闘争で１号館を封鎖する。
１９７０ �電子計算機センターを開設し，公開講座を

開講する。
�商学専攻科に経営学専攻を開設する。
�国連寄託図書館を開館する。

１９７１ �法学研究科法律学専攻修士課程を開設する。
�国際交流制度を発足する。
�国際反戦デーの火炎瓶闘争に対し，機動隊
を導入する。

－６８－



資料５ つ づ き

活 水 学 院 史 西 南 学 院 史

１９７２ �経営学研究科経営学専攻修士課程を開設
する。

�沖縄が返還される。
�日中共同声明が発表される。

１９７３ �短大学寮（若草寮）を新築する。 �留学生別科を開設する。
１９７４ �短大新校舎（１号館）を新築する。 �文学部に児童教育学科を開設する。

�法律学専攻博士課程・経営学専攻博士課程
を開設する。

１９７６ �短大体育館を新築する。 �文学部に国際文化学科を開設する。
１９７７ �短大に日本文学科を新設する。

�短大本館を増改築する。
１９７９ �高校に音楽コースを新設する。

�創立百周年記念式典を開催する。
�合宿研修所を開設する。

１９８０ �文学研究科博士課程を開設する。
１９８１ �ラッセル記念館・音楽館・２号館を新築

する。
�大学を開設する。
�中高新校舎を新築する。
�国際交流センターを開設する。

�経済学研究科経済学専攻修士課程を開設
する。

１９８２ �長崎大水害が発生する。
１９８４ �大学英文学科が春期海外語学研修会を開始

する。
�中高寄宿舎「わかぎ寮」を新築する。
�中学の第１回サマーキャンプを行う。
�第１００回蛍雪会を行う。

１９８５ �就職科を新設する。
�短大英文科夏期海外語学研修会を開始する。
�第１回音楽科定期演奏会を行う。

�児童教育学科に小学校教諭免許課程を新設
する。

�博物館学芸員課程を開設する。
１９８６ �国際文化学部を開設する。
１９８７ �梅光寮（新戸町キャンパス）を新築する。

�『活水同窓会の歩み』を刊行する。
１９８８ �経済学科を「経済学・国際経済学」専攻に

分離する。
�神学科に「神学・キリスト教人文学」コー
スを開設する。

１９８９ �国際交流課を新設する。 �ベルリンの壁が撤去される。
１９９０ �本島等長崎市長に対する銃撃事件が起こる。

�湾岸戦争が始まる。（～１９９１）

－６９－宝が隠されている



資料５ つ づ き

活 水 学 院 史 西 南 学 院 史

１９９１ �大学院（文学研究科英文学専攻修士課程）
を開設する。

�短大家政科を生活学科（生活専攻・食物栄
養専攻）に改称する。

�第１回国際交流懇談会を実施する。
�上海外国語大学と教育・学術交流に関する
協定に調印する。

�４年間の必須科目であったキリスト教学を
第１年次・第２年次必須に変更する。

�雲仙普賢岳で大火砕流が発生する。

１９９２ �短大生活学科が第１回海外生活研修を行う。
�活水同窓会が創設１００周年記念大会を開く。

１９９３ �活水国際人教養講座を開催する。 �キリスト教資料展示室を開室する。
１９９４ �音楽学部を開設する。

�音楽学部棟（新戸町キャンパス）を新築
する。

�公開講座を開設する。
�高校が男女共学に移行する。

１９９５ �被爆５０周年追悼記念式を挙行する。 �阪神・淡路大震災が発生する。
�オウム真理教が地下鉄サリン事件を起こす。

１９９６ �日本文学科，日本語教員養成副専攻課程を
新設する。

�第１回活水市民大学を開講する。

�中学校が男女共学に移行する。

１９９７ �文学研究科国際文化専攻修士課程を開設
する。

１９９８ �文学部人間関係学科・専攻科植物栄養専攻
を開設する。

�第１回高校生平和大使に活水生が参加する。
２０００ �文学部日本文学科が現代日本文化学科に，

音楽学部が演奏学科・応用音楽学科になる。
大学文学部英文科が英語学科に，短大英文
科は英語科に名称変更する。

�文学研究科国際文化専攻博士課程を増設
する。

�文学部社会福祉学科を新設する。
�アメリカで同時多発テロが発生する。

２００２ �健康生活学部校舎（新戸町キャンパス）を
新築する。

�健康生活学部食生活健康学科を新設する。
２００３ �高校に英語科を新設する。 �中学と高校が百道浜校地に移転する。
２００４ �健康生活学部に生活デザイン学科・子ども

学科を開設する。
�法科大学院を開設する。
�新潟県中越地震が発生する。

２００５ �経済学部に国際経済学科を新設する。
�大学院神学研究科・人間科学研究科を新設
する。

２００６ �大学院国際文化研究科を新設する。
�大学博物館を開館する。

２００７ �西南コミュニティセンターを開館する。
�西南子どもプラザを開設する。

－７０－



資料５ つ づ き

活 水 学 院 史 西 南 学 院 史

２００９ �大学看護学部看護学科を新設する。
�大村キャンパス１号館を新築する。

２０１０ �音楽学部音楽学科を新設する。 �西南小学校を開校する。
２０１１ �東日本大震災が発生する。
２０１２ �大学ボランティアセンターを開設する。
２０１５ �活水中学校，活水高校（英語科・特別進学

コース・音楽コース・総合進学コース），
活水女子大学文学部（英語学科・現代日本
文化学科・人間関係学科）・音楽学部音楽
学科（演奏表現教育コース・音楽文化コー
ス・ポピュラー音楽コース）健康生活学部
（食生活健康学科・生活デザイン学科・子
ども学科）看護学部（看護学科），大学院
文学研究科（英文学専攻修士課程）

－７１－宝が隠されている


